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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

　全国230の自治体を対象に実施した
「2010年度地方競争力調査」の経営資
源部門で、金海市が昨年に続き２年連
続で全国１位を獲得。（社）韓国公共自
治研究院から２月10日、キム・ソンゴ
ン市長へ認定書が手渡されました。
　韓国公共自治研究院が主管する地方
競争力調査は、地方自治経営指標開発
と、地方の競争力に対する正確な測定
と活用を目標に経営資源、経営活動、
経営成果など３部門に分けて毎年開催されています。
　金海市は今回の調査で、地域競争力の基盤になる人的、物的、財政資源と
経済活動人口比率分野で高い点数を獲得。特に、他地域に比べて経済活動人
口比率が高い割に高齢化率が低く、豊富な用地に釜山や昌原（チャンウォン）
など近隣都市企業を誘致するための活発な政策活動を広げるなど、基本イン
フラ構築の努力が優れ、産業経営効率性が優秀との評価を受けました。
　金海市では、２年連続１位にふさわしく、人口100万人時代に備えて都市
インフラを構築。新成長産業の誘致と環境や福祉が息づく市政で「全国一品
位ある都市」を目指しています。　（金海市広報紙2011年２月23日発行から）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラ
ムむなかた」が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

最も競争力がある都市

２年連続で全国１位
　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓国・
金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

韓国公共自治研究院から認定書を
手渡されるキム市長（左）
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